
易
ベ
ッ
ド
な
ど
を
使
用
し
、
避
難
所
で
の

感
染
症
対
策
を
確
認
し
ま
し
た
。

町
災
害
対
策
本
部
訓
練
で

各
課
・
機
関
と
の
連
携
を
確
認

５
月
20
日
、
町
役
場
で
「
町
災
害
対
策

本
部
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
平
成
30
年
５
月
の
豪
雨
災

害
時
に
実
際
に
あ
っ
た
内
容
な
ど
を
盛
り

込
み
な
が
ら
、
本
部
の
設
営
や
運
営
、
会

議
の
進
行
、
各
課
の
対
応
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
訓
練
に
は
五
城
目
警
察

署
や
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
東
北
、
東
北
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
な
ど
関
係
団
体
の
連
絡

員
も
参
加
し
、
災
害
時
の
停
電
復
旧
の
対

応
や
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
な
ど

を
行
う
際
の
町
と
の
連
携
を
確
認
し
ま
し

た
。災

害
時
の
物
資
確
保
の
た
め

救
援
物
資
の
物
流
訓
練
を
実
施

５
月
24
日
、
町
役
場
で
大
規
模
災
害
発

生
時
を
想
定
し
た
「
救
援
物
資
の
物
流
訓

練
（
机
上
訓
練
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、「
災
害
時
に
お
け
る
物
資

等
の
輸
送
並
び
に
物
資
拠
点
施
設
の
運
営

に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
い
る
ヤ
マ
ト

運
輸
㈱
や
町
担
当
職
員
が
出
席
。
町
の
物

資
拠
点
の
確
認
や
国
が
町
か
ら
の
要
請
を

待
た
ず
に
物
資
を
送
る
「
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
」
の
物
資
調
達
の
流
れ
な
ど
を
演
習
方

式
で
確
認
し
ま
し
た
。

避
難
時
の
行
動
な
ど
を
確
認

町
総
合
防
災
訓
練

５
月
23
日
、
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
町
内
を
震
源
と
す
る
震
度
６

弱
の
地
震
と
断
続
的
な
降
雨
に
よ
る
洪

水
・
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

で
実
施
。
午
前
９
時
30
分
に
町
防
災
行
政

無
線
で
避
難
を
呼
び
か
け
、
参
加
し
た
馬

川
地
区
の
住
民
な
ど
が
避
難
ま
で
の
流
れ

を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
回
の
訓
練
で
避
難
所
に
指

定
し
た
馬
川
地
区
公
民
館
と
広
域
五
城
目

体
育
館
、
五
城
目
第
一
中
学
校
の
付
近
に

住
む
方
々
も
参
加
し
、
防
災
用
資
機
材
の

操
作
確
認
や
避
難
所
の
開
設
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

避
難
所
開
設
訓
練
の
際
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
昨
年
度

購
入
し
た
間
仕
切
り
や
室
内
テ
ン
ト
、
簡
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町
で
は
、
５
月
23
日
に
「
町
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
、

町
民
の
皆
様
の
参
加
の
も
と
、
避
難
経
路
や
避
難
所
の
開
設
・

運
営
の
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、５
月
20
日
に
は
災
害
時
の
町
の
対
応
を
確
認
す
る
「
災

害
対
策
本
部
訓
練
」、
５
月
24
日
に
は
災
害
時
の
物
資
供
給
の
流

れ
を
確
認
す
る
「
救
援
物
資
の
物
流
訓
練
」
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、

実
践
を
通
じ
な
が
ら
災
害
対
応
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
通
じ
て
課
題
や
反
省
点
を
洗
い

出
し
な
が
ら
、
災
害
へ
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
　
町
住
民
生
活
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）

５月23日に行った町総合防災訓練。ポリエステル製の立体間仕切りの組み立てなど、新型コロナウイルス感染症対策を行ったうえ
での避難所の開設・運営の方法を確認しました（写真は広域五城目体育館第２体育室）。

新型コロナウイルス感染症拡大の状況下での避難を想定し、避難所に
設置する室内テントや立体間仕切り、簡易ベッドなどを使用。

町ボランティア連絡協議会の皆さんが、炊
き出し訓練を実施。

自主防災組織育成リーダーの方々による
防災講話も行われました。

実際に電話をかけながら、災害時に避難所に設置する「特
設公衆電話」の使い方などを確認しました。

検温や手指の消毒、マスクの着用など、感
染症対策を行ったうえで訓練を実施。

訓練に参加した皆さんが主体となって、避難所の開設などを行いました（左が
五城目一中、右が馬川地区公民館）。

５月20日に実施した「町災害対策本部訓練」では、各課の職員や関係機関の方々が参加のも
と、災害時に想定されることへの対応について、意見を交換しました。

防災行政無線の拡声器機能をテス
トしました。


